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リエンテーション
いて伝える

○メディアを駆使する
○自己PRと面接

○表現を楽しむ

声とコミュニケーション
○書いて伝える

○小論文・レポート入門

○表現を楽しむ

0本論I:‐レポ=ド天

0表現を薬じitl…
…………

○声とコミュニケーション

0会訂 1‐議麟∵発表
‐…・

。国語云現の宇習につい
。整った文章を書く

・通信文を書き分ける
。志望動機をまとめよう

。詩歌を楽しむ

T IJ■ダ=ズジアタ=を蒻ビう
‐

。わかりやすい文を書く

。小論文とは何か
。資料を読み取って書く

T魅万的なポスタニを

「

ろぢ
…

・発想を広げて書く

「言軒 遊ぶ
…………………

・ショートスピーチをしよう

「フレゼジテ=ジヨンは 芙
…

コンクールヘの応募

〔中間考査〕ノート提出
コンクールヘの応募

1縣署鈴9暉翻

0会議 1磯麟∵発表
‐…・

○表現を楽しむ

'i儀

支
・fルボ=ド天門

o/J儀支丁レボ=ド

。メアイアと情報
。発想を広げて書く

∵議訂して結論を出す
。演説合戦に挑戦

∵薔ズを言くえらに

・論文を書くために

評価方法
足期考査・小テス トの風積、課題の内容や提出状況。
グループワークなど言語活動に積極的に参加しているか。
国語科の観点別学習状況の評価の 4観点に立ち総合的に評価 します

評価の
観点

卜を持

こ沐 ベ

ケ
ヽ
一

ヽ

Ц Fσ 摩重し話し合っているか。
一詢 ラ史

一●

一
ヽ

知・ 理 】 の音声、文法、表記、語旬、語彙、漢字を身につ ヽ.



―ラシアの文明と交流

。東南アジアの文明

・ ヨーロッパの文明

ヨーロッパの新時代

:‐百=百リバが主権国家ど天岬
……

本 そテ宣 子摯 lこ 'ノ
‐~

ク・ ファイルを提
出します。
・小テスト

T市蘭著査
………

。ファイル提出

・小論文I

=頚茉著番
…

。ファイル提出

|:昌震昌象達肇|:呂ぶ3験葉需昌帝国主義

O現代世界ど地球社会あ歩みTl‐東アジアど百休あ帯菌主義下
…… ・ 小テス ト

=市蘭著査
・ ファイル提出

■
`喩
文エ

。期末考査

・ 疋 期 考 食 °4｀ア ス トの 成 慣 、 ワ
~ク
や フ アイ ル の 碇 闘 状 況 、

内容、日常の授業への参加態度等で評価します。

っているか

か。レポー
できている

の表現方法・内容が適切か。



リエンテーション
○集合と場合の数

畿ゝ と場合あ数

○確率とその基本性質

|いろいろな確率

01Tろいるな確率
‐

・数学Aの学習につい
。集合と要素の個数

1・数え上げ 熱ヽ『
・順列

。同じものを含む順列

l.確姿の基杢鰹駐 __
・独立な試行の確率
・反復試行の確率

r反覆試行め薇朝
・

・ 不り,た こ T●
~,え
、 男に2口 ,X,ア刀季

。最大公約数と最小公倍数

・除法の性質と整数の分類
・ユークリッドの互除法

f.不定方程式 .…………………_
・記数法
・小数と分数
:_≡ Ź=輩、.三角形の豊●力堡:内● _
・三角形の比の定理
・ 円に内接する四角形、円と接線

:.漁線と玄Q⊇

`う

え .方rヽきの工澤_

0三ニタリ,下あ互際法「ど

・ Л巳月ガ子テ奎望、 /J｀ラ
「
/へ

'V′
2た用罠、

で 評 価 す る 。
.狩 璧鉤誕
^趙
占 日 I型蜃口蛉 押

^菫



教 理 科

教材
教

′
― E

学習の

目標

宇 の誕

`

聖
「
Ｅ

の地球 に至るまでを時間的・ 空間的な広が ヒの中でとらえる。

し■ ■
口: る能力と態度を身につい

:の基ラ t`■ し、 `剛 ′
`

つ 。

学習の

進め方

:`いに こつ いて の 口ヽ
=よ
原 理 γ ttuτ 理 解 レ よ 9 。

「

して、 =口: こ早 ,を身 につ「
3  うアl ン 卜や レボー トを して の , る力を身につい

:Ω J風 .子ヽ 0構成.…….

:4編__後,変わる地駐

第 2編 活動する地球

・地球の形と大きさ
・地球の構造

1人陽上恒星_……………………
・宇宙のすがた

。地層の形成

・古生物の変遷と地球環境

・プレー トの運動とそれに伴う

。中間考査
。ノー トファイル提出

:‐期茉著聾
………………………

。ノートファイル提出

大気と海洋

「5稿
‐
■藤め環境

°
人 四

・地震と地殻変動

T地球あ薫収支
…‐

・大気と海洋の運動

。日本の自然環境

。中間考査
。ノー トファイル提出

評価方法

・定期考査、小テス トの成績、プリン トの取り組み状況、宿題の提出状況、レポー ト等の
表現力、実験・観察レポー トの内容で評価 します。
・理科の観点別学習状況の評価の 4観点を基本として評価 します。

評価の
観点

】 宿 題 、提 出物、 レボー トの提 出状況 。 ノー トフ ァイル の整理 。

患 ・ 】 ビテオ レボー トや実験 レポー ト、プレゼ ンテーシ ョンの内容。

【技能】 ・ 観察 レポ ー ト。

【天口 ・ 理里】 :期考査・ 小テス ト。



・体ほぐしの運動

■体力を藁ゆ錮

喘豊鵠ラ数‐難Ω…‐
・豊かなスポーッライフの設計

:勢‐ド素巧ァ…………
(捕、投、打の基本技能を習得

=鞣誓お詐
し鮮す。つ.…

(大きなス トロークで泳ぐ)

(ト レッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

。前期中間考査

:‐ル=ルと書判法あ習得
‐

‐
:・強歩記豪芥め実施

。ノヽスケットボー

ノヽレーボール
(チームで作戦を立て、協力し
攻守に取り組みます。)

T妾全に曹意ま
‐
々チ■を寺す

¨

スキーを楽しみます。

・ ″
~ル

 《二薔 刊 仏 ψ

・技能テストの実施

評価方法
実技の能力だけでなく、運動に取 り組む意欲や、公正、協力、責任などの態度、ルールや

審判についての知識や技能などを、総合的に評価 します。

評価の
観点

】 やス: ―ツに、 に取 り組んでいるか。

思判 】 ・  安 : υ′
″
ヽ ′て運動に取 り組んでいるか

1理】 フレJ F判 : :について理解しているか。
日々 の 向上しているか。



ssion I(ス クリーン

レーニング (いい
ターゲット1400(旺 文社)
PRE Listening BOx(啓 林館)

リエンテーション

●1.lⅢl"1叫製 蝕Ⅲ 9■1._
Homes and Rooms

.{sbp.elisd_-9_t}_t-s_
Family and Relatives

I*s-T.iss.e+9- Irys!'s:sv- -.. - -
Movies and Enterlainment

じ7 Foodand D献
Shopping and Restaurants

Health and Fitness

L10 Weather atld Clim"

紹介と質問を英語で表現する

家と部屋について英語で表現する

由時間と過ごし方を英語で表現する

画と娯楽を英語で表現する

事と飲み物を英語で表現する
い物とレストランを英語で表現する

健康と運動を英語で表現する

※各Lessonの終了
毎にワークに取り

組みます。

・小テスト
・プリント

T市蘭著査
……

。ファイル提出

・小テスト
・プリント

・小テスト

・プリント
・期末考査
。ファイリレ提出

ユ受量燿Ⅲ唱璽理

`ヽ

口野■_¨¨̈
12 EXst出ぼ6ons and Ditctlons

し
・
酔 聟
・
イロ

"た
・……

ンタヒ・ューテスト

の出発と到着について英語で表現する

自主映画発表に向けて、構成、原稿
など考える

ンタヒ・ューテストとプレゼンテーションの発表

・小テスト
・プリント

。小テスト
・プリント

=市蘭著査

・インタヒ・ューテスト
・ファイル提出

。政栗への積極国参刀階 悪度、足期考酔 小テス ト、フアイルやプリントの翡
総合的に評価します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。



教科名 夭術     l 科 目名

教材
な し教

な し 丞

学習の

目標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と描写力を高める。
2 テッサンや鍾買を通して、感性を高めるとともに、日己の在り方生き方を見つめ、
豊かな心情を育てる。

の
方
習
め
学
進

1 造形表現の基礎であるデッサンを繰り返し行い、技術を身に付ける。
Z 様々な素Tjrを粗み合わせたモテーフをイメージの違いや空間をとらえながら描くこと
で、表現の方法を学ぶ。

3 作品を鑑賓 し、描き方、良さを感 じ取 り、表現の工夫に生かす。

前

期

リエンテーション
○観ること・描くこと
○線の表現力、 トーンと
タッチ
○幾何形体
l申ρ課題._(見工機く)._

○幾何形体と静物の構成
(陰影 (影描法))

(対象物の構造)
○空間と関係
(包絡線、空間)
○色とバルール
〈統一感 。マチエール)

の約束を確認する。
扱い等のおさらい。
意味、描き方の基

を確認する。
学菜・ くだものを課題とする。

単純な形態と静物の組み合わ
により的確に描く能力を身に

蜘 な形態椰 形1ビ置ぎ
…

換えて描く練習を行います。
の作り方 (大きさ、濃

、重なり)の基本について、
制作課題と講義により学ぶ。

・字習の見通しを持つ。
・昨年度購入した道具を引き続
き使用する。
・線の意味と役割について理解
し、表現に活かせるよう、反復
が必要‐ _…………………….

・形は粘り強く正確にとるこ
と。
・面と空間を意識して描く。

・単純な形が描けないと、複雑
な形は描けない為、各自復習を
して、基本的な描写力を高める
こと。
・空間 (関係)の表現は、全体
のパランスを壊さないこと。

(パースペクティプ)

夏季休暇中の課題
(身近なモチーフ)

(木炭と鉛筆)
人物画 (骨格)

0主題
・‐
そ荷を見う群 ∬

き、伝えるか)
個別テーマ課題

内容を課題とする。

れぞれの特長について、講
義、実習形式で学ぶ。
上記の応用。

んだピどを篇がしT‐謀題作
¨

品の制作を通して総合的に学習

・通亘、制作 している作品を
互鑑賞し、意見交流を行いま
す。自分の癖や表現上の個性に
づき、修正の必要な点、伸ば
していく点に少しでも気づける
よう、他者意見に耳を傾けられ

るようにしま_しょう。…………_

評価方法
授業中の取り組みの様子と課題の提出、技術力により総合的に評価する。

評価の
観点

意 ・ 1醸 卜を持ち、主体 r に授業に臨むことができたか。
構 想 く見てとらえ、空間を意識して画面上に しか。
デッ1
‐
ンの : ′についたか

り感 じたこと゛ ヒ こ で ヽ夕
ヽ



リエンテーション ・ 1年間の活動について
。ポー トフォリオについて
。キャンバス組み立て
。資料収集、モチーフ取材
・習作 tF100号に紙または小パネ
ルに制作)
・主題設定、技法の検討
・習作を発表 。鑑賞

。下描き
。下地づくり
。彩色
。ワークシートを活用し、今後
の見通しを立てる。

ンバス張りは一人で行わずお互
い協力して行うこと。水張りも
同様。
※資料はインターネットや出版
物に頼るのではなく、自分のカ
で集めること。

・習作でしっかり主題や技法を
練ること

・主題・制作の振り返 りと今後
の見通しについて

0率業制作発表準篇
……

○卒業制作発表

・細部描込み
。微調整
・額つけ
。ポートフォリオ提出
・卒業制作発表準備

評価方法
プリント提出状況、課題に対する創造力、技術力、授業への意欲・態度、計画性、発表内
容等により総合的に評価します。

評価の
観点

【関・意・悪】 l自己の制作 に I |い 、 り組むことができたか。
に向けた をね ること力

`で
きたか

の ヒ課題 に効 果 的な表現 ができたか 。

の能力】l自他の表現のう )工夫 りじコ り、 )う ことができたか



教科名 堂 猛

教材
ンテ l 種

′ 駆

学習の
目標

ソフ トを活用 し、 」 IS に る ]を養う。
ヽ
σ
夕
ヽ

/.伝える力を身につ|
:υ′ rc 一́

´

一ｒ

学習の

進め方

に 、 2 :σ) ′
^ン
o

ケ 夕
」 1 について検討し

フォリオやレポー る ことで : 夕
ヽ

5

6

8

9

リエンテーション

図面作成
「卒業制作」

∪ 年 同 洒 等 証 四
°
子 百

え・評価方法について
○構想・スケッチ・略図をもと
に実際に図面を作成します。
○ ドラフターまたは」w― ca
dを使用して外観図 (第三角
法)・ 部品図を作成します。

す。図面をデザイン検討の材料
にする、製材する寸法が変わっ
たら図面も修正するなどし、有
に活用しましょう。

途中経過図面提出
「卒業制作」

計画的に課題に取り組む。
卒業制作の構想をもとに図面を作成し、制作に向けての検討を行う。

ポートフォリオ作成
(美術コース)
レポート作成
(工芸コース〉

― トフォリオを作成して 3
の制作を振り返ります。

○レポートを作成してコンセプ
トから図面、加工に至る卒業制
作に関わる制作過程をまとめま
す。

「卒業制作」

「レポート」
「ポートフォリオ」

習のまとめをする。

図面の途中経過、完成図面の提出、ポートフォリオやレポート作成に至る過程での取り組
みにより評価します。



教科名 受 生

教材
な し

な し

学習の

目標

工芸科目を通して学んだ技術を応用し、創造的に発展させた作品制作の力を育てます。

2 制作の過程を通し、造形的視野を広めるとともに、感性を磨き、豊かな人間性を養います。

の
方
習
め
学
進

1年間をとおした制作の計画を立てます。題材は個々が設定し、工芸制作への知識と理解を深めます。

2 過去に制作された作品や書籍などの資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をしていきます。
3 これまでの工芸科日で学んだ知識や技術を積極的に作品に取り入れていきます。

・ ■午 同 り 課 薦 ″ 延 lrpヵ

・ 制作に向けた試作と計画

:罷賀渡肇詳プ百トフィプ……
。再検討、実制作

■本材移動1_盛麟

あ芳あ調

達成するかを考える。
‐
:‐制作お段下りを把握する」

‐・…

・ 自らの制作過程を振り返り
進め方を再検討する。

制作進度の確認

早期に制作物の決定、製材 `加工に入るよう、心がけよう。
見通しを持った制作を心がけ、自ら取り組める作業量を見極められるようにしよう。

文ガラ薦 あ発注

‐
:・百ぢσ莉作をぶりがえるごと|
成果を確認する。

挙種霙場事震嚢有す石…
1年間のまとめ

卒業制作発表

・作品の完成と提出

制作をとおして学んだことや身につけたことなどをまとめ、発表時に伝えられるようにしよ

評価方法
評価の観点をもとに計画の進め方、制作、制作資料か ら経過 ごとに総合的に行 う。

評価の
観点

意 ・ 態 制作課 題 の をもとに制作 を進めることが・ :た か 。

構

`

らのj するよす _て い く こ しか。
しての技 めていけたか。

【鑑 質 の能 力 他者の取 り lみや制作物を通し、自らの ることができたか。



教科名 工 芸 名 工芸研究

教材
教科 単 4

]

学習の
目標

選択工芸科 目を含め、学んだ技術 を総合的に応用、創造的な作品の制作を目標とします

2 制作の過程をとおして、造形的視野を広めるとともに、感性を磨き豊かな人間性の形成を目指します。
3 選択教科として密度のある専門性を高めた作品の制作を目指します。

の
方
習
め
学
進

1 1年間の制作計画を立てます。題材は個々が設定 し、構想と基本的な設計を相 にしながら進めていきます。
2 過去に制作された作品や書籍などの資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をしていきま‐

3 これまでの選択科日で学んだ知識や技術を積極的に作品に取り入れていきます。

テーマの設定と計画

1顧還ちビトタッーI
プレゼンテーションの準備

「・ブレゼンデ=ジヨ
・
ジT・再検討

…

=亨
ニマ葛解散う1ヽであ発表

¨

。進め方の再検討

・
:‐百ぢあ制作週理を振り1だり

‐…‐

進め方を再検討する

エンテーション

テーマの設定

制作進度の確認

‐０

　

¨
　

Ｈ

　

¨
　

‐２

　

¨
　

１

　

¨
　

２

　

¨
　

Ｒ
一

1年間のまとめ

卒業制作発表

I襦あ莞茂ど提菖

・研究のまとめの制作と提出
。キャプションの制作と提出

(図法製図と連携)

・
:‐百ぢお制作をまとあるごと

1で

成果を確認する
・
:・植著ど崚 共有する

……


